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場所 東村山市立中央公民館 ホール

第１部 設立１０周年記念イベント
ボニージャックスと歌おう

会員の皆様はなるべく早めにおいで下さい。
なお、同伴希望の方には、同伴者用入場券
を本日のニュース封筒の中に同封してあり
ますので、受付にご提示の上入場ください。
ご本人には入場証は発行しておりませんの

で、受付でお名前を言って、名札を受け取り年会費（すでに振り込んだ方は除く）と懇親会費
（出席者のみ）を支払いご入場下さい。皆様のご協力をお願い致します。
出欠のはがき（１０月号に同封）を未だだしていない方は至急投函してください
ご欠席の方は、年会費５０００円を１２月末までに下記口座いずれかへお振り込み下さい。

郵便振替口座
口座番号 ００１６０－０－１１２２５０
名 義 東村山稲門会

銀行普通預金口座 みずほ銀行 久米川支店
口座番号 １８７６５５７－０１
名 義 早稲田大学東村山稲門会

第２部 第１1回（平成１７年度）総会
１５：１５～１６：００

同会場にて

第３部 懇 親 会
１７：００～１９：３０
「菊水宴会ホール」
久米川駅北口から１分 新青梅街道栄町１丁目交差点際

１１月２５日(土)総会開催！

ボニー公演予定

入場受付 １２時３０分

開 場 １３時００分

開 演 １３時１５分



会からのお知らせ 第１１６号

－２－

○１２月度定例役員会
日 時：１２月９日（土）１３：００～１６；３０
会 場：市民スポーツセンター研修室
総会欠席者の資料封入・ニュース封入等の作業がありますので
幹事以外の方でもお手伝い頂ける方は是非ご出席下さい。

会場は市民スポーツセンター研修室を予定していますが、万一変更の場合は幹事の皆様にはお知
らせいたします。幹事以外の方でご出席頂ける方は事務局まで会場を確認下さい。

○平成１９年１月雑学講座（第４９回）予定
日 時：平成１９年１月１３日（土）１５時～１６時３０分
場 所：ふるさと歴史館（予定）
講演テーマ：「世界の民家とソーラーハウス－地球環境問題を考える－」
講 師：木村 建一氏

早大理工建築 １９５７年卒
工学博士 早大名誉教授

○平成１９年 新年会
日 時：平成１９年１月１３日（土）１７時～１９時３０分
場 所：磯 久 亭（東村山駅東口近く 府中街道沿い）
会 費：１人 ６,５００円 同伴歓迎
東村山稲門会設立１１年目の新編成での新年会です。大勢のご参加を頂き大いに盛り上げま

しょう。当日の雑学講座の講師、木村建一先生もご出席頂けます。（今から予定に入れて下さい。）

○他稲門会への出席

小金井稲門会総会 １１月１１日（土） 小金井商工会館 出席者：高鷲・額田

小平稲門会総会 １１月１１日（土） ルネ小平 出席者：小野・内藤

府中稲門会 １１月１１日（土） 府中グリーンプラザ 出席者：小亀・風間

○ 会員消息
住所変更：北野二郎さん（昭４６教育）

〒３５９－１１３２ 所沢市松が丘２－２７－１７
ＴＥＬ ０４－２９２５－７８９３

退 会：宇都木弘之さん（平成３理工院）９月末で退会
阪口 博一さん（昭和３５教育）９月末で退会

●重原真知子さんが「ゲーテの詩 朗読コンテスト」で入賞
さる８月２６日に東京・千駄ヶ谷の津田ホールにて、「第２５回ゲーテの詩朗読コンテスト（ユーハ
イム主催、毎日新聞社後援）が開催されました。
全国から３００名を超える応募者があり、一次審査に残った２５名の本審査が行われ、優勝、敢闘賞、
特別賞など計７名が入賞しました。重原真知子さん（Ｓ３０文）はゲーテの詩「魔王」をドイツ語で
朗読し、特別賞を受賞されました。

○平成１８年度（２００６．１０～２００７．９）会費納入有り難うございました。
藤澤博恭、高橋鶴次郎、鍋島高明、長尾勝美、益田善任、佐野祐史、姫野圭治、宮長生、
八木正晴、森田茂夫、滝澤利久、井原徹、奥山康治、飯村和子、吉田勝、細渕昌、細山和男、
菊田哲、岡原裕泰、有賀傳、重原淳郎、堀田秀夫、筒井昌、林基樹、深瀬聡、高橋英夫、
相馬信一、田邉正史、石塚征雄、崎山裕子、村山政利、重原眞知子、木原晴彦（１９年度分）、
高橋一彦、高澤壽佳、北野二郎、松澤徹、高橋正夫、中山和之、清水聡、工藤崇士、
市川彰彦、重久和彦、丸本聡明、井垣和太、松坂伊智雄、藤巻浩、（１０／２７分４名）、
河野憲一、小出孝子、野村茂樹、川合幸雄、神保裕行。５６名（１０月３０日受付分まで）
（前期中納入者・・・小林俊治、木原晴彦）
総会ご出席の方は当日受付にてお受け致します。
１０／２７に振り込まれた４名のお名前は次号でお知らせ致します。（郵便局からの連絡不
備のため）



テニス同好会テニス同好会 世話人 當 間 昭 治 ＴＥＬ ３９１－６０２３

１０月の例会は１４日（土）運動公園コートで実施、参加者は井手、市川

夫妻、田島、小管、當間に當間の叔父が加わり７名、絶好のテニス日和で

２時間をさわやかに過ごしました。スクールで腕をあげた井手さん、ダブル

スでその成果を存分に発揮されました。

１１月と１２月は、下記にて実施予定です。新人の方歓迎です。

記

日 時 １１月３日（祭）午前１１時～午後１時

１２月２日（土）午前９時～午前１１時

場 所 両日とも久米川コート３

ゴルフ同好会ゴルフ同好会 世話人 堀田秀夫 ０９０－８３３９－７１７９

＠忘年会ゴルフコンペ
これまで毎年年越しのゴルフ大会を開いておりますが、今回は月森様の
お世話により、西武園ゴルフ場で行います。
日 時 ： １２月８日（金）
集合時間 ： ８時３０分
スタート ： インコース ９：１７から３組
費 用 ： １５,０００円程度（ｷｬﾃﾞｨ・昼食・含む）
パーティ費・その他 ： ３,０００円
競 技 ： １８ホール 新ペリア方式

参加希望の方は、早めに堀田までお聞かせ下さい。090-8339-7179

カラオケ同好会カラオケ同好会 世話人 内藤 慎 ＴＥＬ ３９３－５０７１

１０月度の例会は１０月７日開催しました。参加者は芦田、井垣

佐野、高部、内藤の各氏５名でした。例月に比し少数でありました

がその分一人の唄う歌が沢山となり皆さん大いに満足をしました。

当部会も多少マンネリ化してきておると感じて居りますので、何か

良いアイデアを頂きたいと思いますので御提案をお待ち致します。

今後の予定は

１１月４日（土） １９：００ ドレミ

１２月９日（土） １９：００ ドレミ（忘年会を行います）

（内藤記）

同 好 会 だ よ り

第１１６号 同好会だより

－３－



同好会だより 第１１６号

－４－

囲碁同好会囲碁同好会 世話人 野 村 保 夫 ＴＥＬ ３９４－０４１７
高 鷲 近 ３９４－２３３６

●１０月例会の報告と１２月例会のお知らせ○

●１０月例会は１０月２１日（土）、第６会議室で新年度のスタート
を切りました。当日は下記１０名が参集し熱闘を繰り広げました。
江藤／久世／佐久間／鈴木／高鷲／中川／中村／野村／細渕／丸本
○次の１２月例会は、１２月２３日（土）１３時から第６会議室で開
催します。祝日ですが本年最後の碁会として奮ってご参加ください。

なお、新しい試みとして、対局時計を１～２台用意し、１局４０分くらいの対局に慣れるトレイ
ニングも兼ね、対外試合にも備えることとします。 以上

俳句同好会（稲酔会）俳句同好会（稲酔会） 世話人 高 杉 修 ３９１－８４４７
井 垣 和 太 ０４－２９２４－２９３４

第２８回稲酔会句会は、１０月２８日（土）午後１時から恩多ふれあ
いセンターで行われました。
参加者は、稲雀、和夫、北窓、愼 の４名で、やや寂しい句会でしたが
投句参加が、一平、風至、竜湖 の３名を数えて秀句が揃い、兼題「木
の実」の句を中心にゆっくり鑑賞、合評が出来ました。
今月の高点句は
秋日和海に映りし朱の柱 和夫

でした。抜けるような秋の空の青さと、海に映っている神社の柱の朱色
とのあざやかな対比が見事で、景がよく見える良い句だと全員が推しました。
作者の句意とは全く異なった解釈をして特選の◎印をつけ、合評で作者から本意をきいて大慌て

をしたり、全員が用語の意味を解し兼ねて溜息をついたり、と俳句の難しさを改めて思い知らされ
た今月の句会でした。
次回は１２月２３日（祝）の忘年句会となる予定です。詳しくは次号でご案内します。

（稲雀記）

園芸の会園芸の会 世話人 三 宅 良 太 ＴＥＬ ３９４－５２９８

今年第６回目の園芸の会を１０月２９日（日）午後市民センター別館で催しました。今回は秋蒔
き草花の苗の交換会と「山喜ガーデン」の見学会でした。藤澤博恭さんがいつものように大量の各
種苗（計４５５ポット）をそして参加者皆様持ち寄りの苗が沢山所狭しと出揃いました。
まず藤澤様から全般的なご挨拶を頂き、次に当会は平成１０年に立ち上げ今回で３９回目となり

ましたので、世話人を交代し、當摩照夫（４５理工）彰子（４８教育）ご夫妻にお願いし、快くお
引き受け頂きました。よろしくお願い致します。そして當摩彰子さんより手作りのケーキを、土橋
雄次さんより南アフリカ旅行の土産チョコレートを小菅（宏）夫人より箱根の温泉まんじゅうを頂
き、皆で美味しく頂戴致しました。御礼申し上げます。引き続き持ち寄りの苗（２０種）の交換に
入り、その後参加者各自より感想を述べ歓談致しました。参加者は市川（彰）夫人、木谷夫妻、
小菅夫妻、土橋、當間、當摩夫妻、長井夫妻、藤澤、山下夫人、三宅夫妻の各氏１５名でした。
次に１５時３０分から當間昭治さんご案内で、久米川町（スポーツセンター北側）の「山喜ガー

デン」に移動し２,０００坪の敷地に１５棟、緑の温室のハウス栽培を見学させて頂きました。
皆さんその規模と咲き競う花々に驚嘆されました。當間さんお気遣い感謝致します。
次回は平成１９年１月２８日（日）午後さくら草の芽分け、さぎ草の球根の交換等を致します。

大勢のご参加をお待ち致します。



－５－

○応援部からのお願い
応援部チアリーダーズＢＩＧ ＢＥＡＲＳのＳＴＡＧＥ２００６

がルネ小平で行われます。是非皆様に見ていただきたくご案内させていただきます。
２００６．１１．１８（土）１８：００開場 １８；３０開演
入場は無料です。

○大学からのお知らせ等
創立１２５周年記念事業進捗状況
竣工予定 事業内容
２００１年７月竣工 新学生会館建設（地下２階・地上１１階
２００５年２月竣工 ８号館（法）建設（地下２階・地上１２階
２００７年９月末竣工予定 大隈講堂改修等
２００８年１月末竣工予定 大久保キャンパス６３号館建設
２００９年１月末竣工予定 Ｃ棟（仮称）（商）建設

改修後の大隈講堂には、創立１２５周年記念事業募金に累計８万円以上のご寄付を賜った皆様の
ご芳名を寄付者銘板に刻み、永く顕彰させて頂きます。
是非ともご協力のほどお願い申し上げます。

○芥川賞・直木賞校友が独占！
７月１３日、第１３５回芥川龍之介賞および第１３５回直木三十五賞の選考委員会が行われ、
芥川賞は、伊藤たかみさん（１９９７・政経）の「八月の路
上に捨てる」に決定。なお、伊藤さんは、昨年度直木賞を受賞した同じく校友の角田光代さん（１
９８９年文）の夫でもあり、初の芥川賞＆直木賞作家の夫婦が誕生しました。
また、直木賞は三浦しをんさん（１９９９・文）の「まほろ駅前多田便利軒」

森絵都さん（２００４・文）の「風に舞いあがるビニールシート」が同時受賞。
芥川賞、直木賞両賞の受賞者を校友が独占することとなりました。
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第１１６号 俳壇・大学からのお知らせ



担当幹事：芦田 均

１０月７日（土）、午後５時少し過ぎ、中川俊郎さん、森田茂さんのご両名と山下会長以下

１３名計１５名が出席、いつものとおり、西武新宿線久米川駅に程近い割烹「丸藤」にて行われた。

今回で２年目で、多少趣向を変えての再スタートです。

昨年もご出席された中川さんは、佐渡から青雲の志で早稲田大学へ、また東村山稲門会の活動

ぶりにも触れ、今後も同好会等に引き続き参加したい、と。また、森田さんは家族の有難さ、感謝

の気持ち。さらに、趣味のゴルフにもがんばりたい、とのお話を頂きました。

東村山稲門会の活動等に貢献されている、会長をはじめとする「役員」の自己紹介等を行い、

参加者全員がスピーチ、ざっくばらんな会話が弾み、和やかな雰囲気のうちに定刻が来てしまい、

最後はいつものとおり校歌で終了、その後も、名残が尽きず河岸を 1 階に移して引き続き談笑へ、

カラオケ同好会へ、そして家路へと三々五々。酔った頬に風が心地良い疲れを感じさせてくれまし

た。

なお、好評な？記念品も話題性に富んだ物を用意しております。１１月に誕生日を迎えられる

方々、１１月２５日の総会終了後、同じ場所で行いますので、ぜひご参加ください。

＊11月にお誕生日を迎えられる方々（1０月２１日現在把握できている方々）

粟島三郎様 石川武様 小亀輝雄様 斉藤充美様 佐藤守彦様 中尾栄一様 野村保夫様

１０月度「お誕生会」報告

１０周年事業基金へのご寄付を有り難うございました。

累計１６０万円に達しました！！！。

１０月３０日現在累計 １，６００，０００円 （９２名＋会員外２名）

ご芳名（前回以降受付順 敬称略）
細渕昌（２口）、益田善任（２口）、八木正晴（２口）、高柳忠正（２口）、
津野慶浩（２口）、 朝木吾朗（１口）、井垣和太（１口）

今後も当会の活動支援として、引き続きよろしくお願い致します。

寄付金（１口 ５，０００円）のお振り込みは 下記銀行口座へ
みずほ銀行 久米川支店
普通預金 １８７６５５７ 早稲田大学東村山稲門会

※郵便振替口座へ振り込まれても結構です。（「寄付」と明記してください。）

基金担当 井垣

投 稿 第１１６号
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当 世 就 職 事 情

早稲田大学キャリアセンター

金 子 博

早稲田大学で『就職部』が『キャリアセンター』へ看板を架け替えて６年が過ぎようとしていま

す。「何でも横文字にすれば良いなんてもんじゃない！」なんて言葉が聞こえてきそうですが、こ

れには深い訳があります。

現在就職活動のピークは３年生の２月・３月です。ここで今年ですと就職希望者の６０％～７０

％の学生が内々定を企業から頂いてきます。次のピークは５月・６月で、今年は就職希望者の９０

％前後が夏休み前に内々定を企業より頂いています。

今、学生たちは非常に未熟な状態で社会の秤に掛けられ、厳しく選考されます。

企業が望むのは、嘗てのように、その学生が持っている専門知識や、優秀な能力のみではないの

です。しいて言えば、その学生の人となり（人間性）を最も重く見て選別します。

求人票には学部や成績による制限は全く有りません。もっと驚くことに、大学による選別も無い

のです。学生たちは大学にきた求人情報を見る以前に、インターネットを通じてリクルート社を始

めとする情報誌の会社に自分を登録し、自分が必要とする求人情報を得ます。志望企業への応募も

インターネットを利用して行います。

すべてがデジタルの世界で行われる作業です。しかしエントリーと言われる、企業の求人に対す

る応募が認められると、残りの選考は徹底的にアナログです。

一般的に３回行われる面接・グルーップ討議など、全てその学生の人となりに注目して選考が行

われます。以前のように難しい入社試験は一部の企業、マスコミ業界や公務員に残ってはいますが、

それは基礎となる能力を見るためのもので、最終的にはそこでも人間性を見ています。

「ゆとり教育」や「大学全入時代」の弊害として、大学生の能力低下が世間で言われていますが、

劣ってきているのは学力だけでなく、社会的基礎力と言われるものもです。

「人と会ったら、最初に挨拶をする」「約束の時間には遅れない」「人と話す時には相手の目を見

る」「目上の人には敬語を使う」「自分の気持ちを相手に伝えたら、相手の話す事を真摯に聞く」・

・・・・などができない学生が増加の傾向にあります。今までこれらは大学で躾けるのではなく、

家庭や小学校・中学校で身に着けてくるべきものでした。また、高校卒業までに嘗ては身に付いた

ものに、「働くことの意味」「自分が生きていく時の倫理や人生哲学」などがありました。このよう

な社会生活の基本的な知識と言うよりも躾けができていない者が、入学してくるようになりました。

大まかに言うとこのような躾と言っても良いものから具体的な就職活動まで、授業により教える

ものの他に大学で身に付けさせ、早稲田の卒業生として巣立たせねばならなくなりました。この傾

向は早稲田大学固有のものではありません。日本の国公立・私立を問わず大学が抱えている大きな

問題となりつつあります。

以上就職部がキャリアセンターになり、いま対峙している問題の一端を記しました。
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編集局：小亀、伊藤

○今月は早稲田大学キャリアセンター長の金子博氏にお願いして「当世就職事情」とい

うことで寄稿頂きました。現在の就職状況や、現代学生の問題点など興味深いお話でし

た。今後も会員の皆様の大学のこんな事が知りたいというような事柄がありましたら事

務局にお知らせ下さい現役の教職員に寄稿頂くようにしたいと思っています。

○ 長い間ニュースの編集をして頂いておりました伊藤さんが幹事を退任することにな

りました関係で、ニュース編集を新しい体制で行うことになりました。１２月からは中

村真弓さん（昭５９文）に編集をお願いする事に致しましたが、できるだけ個人的な負

担をお掛けしないよう編集委員会を作りたいと思っています。ニュースの編集に関心の

ある方は是非事務局までご連絡下さい。また、伊藤さんには多大な感謝を申し上げると

ともに、今後ともご指導、ご協力の程よろしくお願い致します。なお、同好会等の原稿

は中村真弓さん宛メールで送信ください。

メール番号 mym-naka@u01.gate01.com （小亀）

○どの位ニュースの仕事を続けて来たのかと調べてみたら、３０号から編集委員として

名を連ねていました。塩見先輩が本当の手作りのニュースをコツコツと今日のニュース

の形に仕上げられた頃です。以来今回で７７号になります。マンネリ化する訳です。

昨年井垣さんが編集を降りられる時に私も降ろしていただく予定でしたが、１年の予定

で続投させていただきました。その後も井垣さんには校正のお手伝いを頂いたり、ご面

倒をお掛けしました。新しい編集委員の下で清新なニュースが出来上がることを楽しみ

にしております。長い間のご協力に感謝いたします。

○西武園駅に近い多摩湖町の「下宅部遺跡はっけんの森」というところでボランティア

活動をしています。１１月３日文化財ウイークの日にも多くの子供達が土器作りや、火

起こし体験、アンギン織りの体験を楽しんでくれました。同じ日全生園の緑の祭典の一

角で大勢のお母さん方、そして大勢の中学生のボランティアの学生さん達が子供達にト

トロの折り紙や、ドングリトトロを作っていました。楽しい１日でした。

○もうすぐ１１月２５日です。稲門会の力でボニーを東村山に迎え、多くの市民、子供

達と楽しい一時が過ごせることになりました。皆様の多大のご尽力に感謝いたします。

（伊藤）

今月の予定 (１１月)
３日(祭)テニス同好会

４日(土)１１月度役員会

カラオケ同好会

２５日（土）第１１回総会

１２月の日程(前半）
２日(土)テニス同好会

８日(金)ゴルフ同好会

９日(土)役員会

カラオケ同好会

編 集 局 だ よ り
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